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＜連絡事項＞

・特にありません。

＜患者様連絡事項＞

・大橋　照子様～腹痛の訴えあるため継続指示(腹痛時)ブチルスコポラミン(10)1回1T　7回分処方となっています。
・工藤　綾子様～8/24日赤病院(消化器内科)MRIを行うため受診予定となっています。付添いは姉様または甥っ子様のどちらがすることになっていますが未定となっているため、受診の3日前までに病院へ連絡が入ることになっています。
　　　　　　　　整形外科受診のための情報提供書を主治医へ依頼しています。
・中居　松男様～継続指示リスペリドン(1)1P　10回分処方となっています。

＜SST＞
Ａ･Ｂグループ

若松　千代司様～ゆっくり歩くと体が1回転するから速く歩いているなどの発言聞かれています。

Ｃ･Ｄグループ

長谷川　陽一様～目標の振り返りで「体調があまり良くない。テンションが上がっているからうまく話しができない。まわりの人たちは日本語が話せないし」と話していました。SST終了の挨拶で他患者が「おはようございます」と話すと「何言っているんだよ！」と表情険しくし話している様子見られています。他患者とトラブルにならないよう注意が必要です。
Ａユニット
松谷　さと子様～眠気強く個別にて対応しています。

アルコール

竹洞　聡様～まとまりのない話をしています。
＜要注目患者様ケース検討＞

・鈴木　真知子様～昨日は血圧が高く嘔気見られていましたが、本日は身体不調の訴えありません。深夜帯で「最近幻聴があり恐怖感を感じると」話していたため、幻聴の内容や精神症状の観察をしていきましょう。
・松永　勘五郎様～治験薬は剥がすことなく貼付することができています。掻痒感や発赤はありません。引き続き、各勤務帯で貼付されているかの確認を行っていきましょう。また、貼付部位が同じにならないようにしましょう。
・大橋　照子様～腹痛、胃がキリキリすると訴えあり昼食は不食しています。入浴はふら

つきがあり不安を感じていましたが、常時見守りすることで入ることが

できています。
・袴田　将志様～歩行時につまずき見られているため転倒に注意が必要です。まとまりのない話はしていますがしつこい話しかけは見られていません。SST中も落ち着いて参加し振り返りをすることができていました。

・中居　松男様～朝食は1/3、昼食は病棟に食事を持ってくるも拒否あり不食しています。大声を出しホールを徘徊するなど落ち着かない様子あるため、12時40分に継続指示を使用していますがその後も落ち着きなく過ごしています。他患者に大声で話しかけていることもあるため、精神状態の観察と継続指示を使用しトラブルにならないよう注意していきましょう。
